
福島県教育委員会（会津教育事務所）

１ 絵本を通したコミュニケーション

・絵本は聞き手と読み手をつなぐコミュニケーションツール。
・絵本は親子が触れあうためのもの。
・保育所で読み聞かせを始めたら、小さな友達（園児）が増えた。
・読み方をどうするかよりも、コミュケーションを楽しんでほしい。

２ 家庭での読み聞かせ

・「１：９」の割合で、読み聞かせをしていない家庭が圧倒的に多い。

３ 絵本と子育て、絵本を読むということ

・現役子育て世代に、ぜひ絵本の話をして

ほしい。

・読む人が「楽しい」と思わないと、子ど

もは楽しくない。

・読む人が「楽しい」と思うことは、読み

方や絵本の内容よりも大切である。

４ 絵本らいぶ

・「れいぞうこ」

・「おおきくなったら」（しかけ絵本）

・「あかあさんのパンツ」

【参加者の声】
○福島さんの絵本らいぶとても楽しかったです。高学年への読み聞かせは選書に困ることも多

かったのですが、自分が楽しめる本を年齢に関係なく読んであげようと思いました。

○福島はるお先生のお話、とても楽しかったです。一方通行でなく、読み手と聞き手が楽しく

感じ、ライブという感じがしました。

○絵本の読み手が楽しくなければ伝わらないという基本的なことに改めて気づかされました。

大変有意義な一日でした。

平成2８年度「ふくしまの未来をひらく読書の力プロジェクト」

読書活動支援者育成事業

●目 的 ： 地域で子ども読書活動を推進するボランティアの資質向上を図り、

学校図書館の支援もできる人材を育成する。

●日 時 ： 平成２８年９月８日（木）１３：１０～１６：００

●場 所 ： 会津大学 中講義室

●参加者 ： ７８名

講義＆絵本らいぶ
「いつでも どこでも だれとでも」～人生が変わった、絵本の読み聞かせ～

絵本講師 福島はるお 氏



１ ３．１１での経験

・震災時の図書館はバーゲンセールのようだった。

ピンチの時ほど貸し出しが増えた。

２ 学校司書

・公共図書館と違い、生徒と教職員を相手にする。

・読書を通して子どもの成長を知る。

３ 学校図書館を個人店主の経営感覚で行う。

・品揃え、展示の仕方等。

・朝の開館（６：４５～８：００）生徒が来館しやすい時間を設定した。

・どうしたらたくさんの生徒（お客さん）がやってくるのか考える。

・生徒にとって利用しやすい環境をつくる。

・図書館の利用状況を把握し分析し、図書館を楽しい場にしていく。

４ 近隣校との情報交換

５ アクティブラーニングと学校図書館の役割

６ 本の除籍

・古い本は、郷土資料以外捨てる。

分科会Ａ【学校司書】

講 義 「学校司書の役割」 元県立葵高校司書 長崎 キヨ子 氏

【参加者の声】
○長崎先生、学校図書館の重要性、子どもたちにとって大切な場所であることがよく理解

できました。ありがとうございました。

○長崎先生のお話をお聞きして、あらためて実務にいかしていけることや心がけに気づく

ことができました。これからも図書館の活動が活発になり、司書の立場も改善されてい

くように、できることを実践していきます。

○学校司書として働いています。いろいろ行き詰まっていることがありますが、大変参考

になり、明日からまたがんばろうと思いました。

○長崎先生の「司書の心構え」、「学校図書館の在り方」など大変ためになりました。

○除籍が悩みでしたが明快なお考えを示していただき参考になりました。

○長崎先生のお話、これから学校でいかしていきたいと思います。除籍はさっそく実行し

たいと思います。

○学校司書として学ぶべき事がたくさんあり、「子どものため」というのが基本で、これ

からの活動に参考にしたい。

○今までと価値観の変わるような驚きの話もあり、とても良い研修会でした。ありがとう

ございました。



○それぞれの先生の伝える熱意が伝わって、お話も参考になりまし

た。これから新たな出逢いを大切にがんばります。

○絵本の読み聞かせや、学校図書館の運営についてとても参考にな

りました。今後に役立てたいと思います。

○今までと価値観の変わるような驚きの話もあり、とても良い研修

会でした。ありがとうございました。

○昨年も同様の研修会に参加させていただきました。昨年まではボ

ランティアの立場だったのですが、興味が増殖し現在では学校司

書になりました。ぜひ、今後もこういう場を設けてください。

○ 本は、読んでもらうもの 感性を磨くもの

・読み聞かせをしているとき、お母さんの頭は癒されている。子どもの頭は活性

化している。

・読書は心の根っこをつくる。家族から愛されているという実感を味わい、喜怒

哀楽を表現する経験をする。

・怖い話は、お母さんが抱っこして読んであげるとよい（背中に安心感がある

状態）。キレることが少なくなる。

分科会Ｂ【読み聞かせ】

実践発表「読み聞かせボランティアのやりがい」

矢祭町「手のひらの会」 郡司 浩子 氏

【参加者の声】

○別の団体さんの実際の活動について話を聞く機会がないので、今日は参考になり

ました。自分が絵本を楽しんで、子どもたちに伝えていきたいと思います。

○読書ボランティアを始めるきっかけを思い出しました。「この絵本が好き、みん

なに聞かせてあげたいなぁ」という思いを素直に出していいんだと思いました。

ありがとうございました。

○学校とつながって、本好きを増やしていきたいと思っています。とても参考にな

りました。


